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春の日差しを感じる心地よい気候となりましたが、皆様いかがお過ごしでし

ょうか。 

玉木宏樹が設立した、純正律音楽研究会は 2003 年に NPO 法人として認定され

早 20 年になります。その玉木宏樹が 2012 年 1 月 8 日に天国へ、また、奥様の

玉木とみ子様も 2022 年 11 月 8日に天国へ召されました。 

玉木宏樹が提唱する純正律とは、音の響き方が自然現象そのもので、音響物

理学上での音程関係そのものが純正律なのであり、どこをさがしても自然界に

は平均律などという人工的な音程は存在しません。極論すれば、自然界の「波

動」「振動」すべて純正律であります。日本でただひとり純正律の CD をいち早

く出した玉木宏樹を始めとするNPO法人純正律音楽研究会が純正律音楽CDの普

及運動を始めたのです。 

今後は、水野佐知香代表と共に、微力ながら純正律及び各種自然音律音楽普

及のため努力してまいりたいと思っております。 

今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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発行責任者 NPO 法人 純正律音楽研究会 
編集  相坂政夫 
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コロナ禍から 3 年 

 
洗足学園音楽大学客員教授・ヴァイオリニスト 

NPO 法人 純正律音楽研究会 代表 
水野佐知香 

 
すっかり春、以前は入学式に桜だったのが、今年は卒業式に桜が咲き、時代

の変化を感じます。会員の皆様、お元気でお過ごしでしょうか? 

この 3年コロナで明け暮れ、昨年からはウクライナ戦争、昆虫食など世の中

は、何かとてもおかしくなっているように思います。 

最近では外人の旅行客も増えてきて、新幹線に乗っても大賑わい！とても嬉

しく思います。コンサートも復活しマスクの制限もなくお客様も伸び伸びとさ

れているように感じます。 

海外からも素晴らしい演奏家が来日しています。私はスケジュールが合わな

く行けなかったのですが、特にヴァイオリニストのコバチンスカヤはすごかっ

たようです。東京都交響楽団とリゲティの作品を演奏！写真で見ると衣装、メ

イクも普通では考えられない顔で面白い！玉木さんが生きていたらリゲティの

曲を何と言ったかな? 聞いてみたかったです。 

ベートーヴェンがお好きでなかった玉木さんでしたから！ 

 

コロナ禍になり 3年が過ぎ、マスクやワクチンの弊害など、考えさせられる

ことばかりです。WHO ではワクチンの接種が必要ないことを発表したそうですが、

この 3年間は何だったのか、とても疑問に思います。 

先日も面白い話を聞きました。 

日本のスーパーに売っている透明の袋に入っている人参をあまりにも綺麗なの

で、中国の富裕層向けに販売したら、買わない人続出だそうです。ようするに、

お野菜は不揃い、土付きが当たり前、形が揃って綺麗すぎて気持ちが悪いそう

です。 

スーパーで売っているお醤油についてもびっくりです。本当は良質の大豆を

自然にゆだねて 1～3年かけて作るものだそうですが、スーパーで売られている

醤油は、ほとんどは水より安く、お水に色をつけて添加物をたくさん入れて大

豆も家畜にあげるようなものを入れているようです。 

使う私たちが食べ物は薬だと思って、良いものを選んで欲しい！とつくづく思

います。 

次から次に問題が起きる世の中ですが、常に感謝をして、次に生まれ変わる

ことを信じてコツコツ精進したいと思うこの頃です‼ 
玉木さんは今頃どこで生まれ変わっているでしょうか⁉ 
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      ムッシュ黒木の純正律講座  第 74 時限目 
平均律普及の思想的背景について(63) 

純正律音楽研究会理事  黒木朋興 

 

 ! 標題音楽と絶対音楽という対立を一回設定しまうと見えなくなってしまう

部分が出てきてしまうのではないか、と思う。絶対音楽とは歌詞、踊りや標題

などを音楽外の要素とみなし音楽の本質を器楽の音響性それ自体に求める思想

であるのに対し、標題音楽とは音楽が伝えるものは題名や説明文などの標題が

喚起する心象風景であると考える。音楽の定義を、音楽だけに求める考え方と

音楽外の要素も含めようとする考え方の違いとも言える。このように書くと、

まるですべての音楽が標題音楽と絶対音楽の二つに分けられてしまうように思

えてしまう。しかし、この音楽を二つに分けてしまうことによって、見えなく

なってしまうものが確実に存在するのだ。 

 まず、人類の長い歴史の中で標題音楽自体が 18世紀末に出現した比較的新し

い斬新な考え方であったことに留意したい。標題音楽は音楽が言葉と同じよう

に何か意味のあるメッセージを伝えることができると考える。それまでは、音

楽とは歌詞や踊りの伴奏に過ぎず、それ自体では何らかの意味を持つことはな

いとされていた。例えば、ジャン＝ジャック・ルソーの言葉をいくつか紹介し

よう。 

 

劇や芝居の<音楽>は<詩>や<絵画>と同じように模倣（imitation）をめざして

なされるものだ。そしてすべてのボーザール(芸術)はこの共通原理を介して

つながっているのだが、これはル・バトゥー氏が指摘したとおりである。  

 

模倣（imitation）は、技術的な意味におて、まさに歌自体を用いることなの

だ...  

 

交響曲は<歌>を生き生きとさせ、その表現を募らせるが、しかしそれの代わ

りとなることはない。 

 

 ここでは模倣（imitation）という表現に気をつけてみたい。人が目にする光

景を言葉や絵は巧みに表すことができるし、人の心情を言葉は説明することが

できる。芸術の役割とはまさにこの模倣（imitation）であると言うわけだ。芸

術はこの模倣（imitation）をする技術を中心に成り立っているというのが、西

洋の芸術理論の中心なのだということを確認しておきたい。 

 古来、音楽もこの模倣（imitation）の理論の範疇にあるとされてきた。国安

洋氏がまとめた中世の音楽理論化のボエティウスの説明を引用してみよう。 

 

(1) ムシカ・ムンダーナ（宇宙の音楽） 

 天体の音楽も坪ばれる。宇宙は音楽をもって鳴り響くというのではな

く、天体の調和的運動、あるいは宇宙の調和それ自体のことである。 

(2) ムシカ・フマーナ（人間の音楽） 
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 人間の作り出す音楽という意味ではない。「魂の調和」であり、宇宙

の音楽と同様に人間の耳で聴くことの出来ない音楽である。 

(3) ムシカ・インストゥルメンタリス（器官の音楽） 

 楽器とか人間の声帯という器官で生み出す音楽である。この音楽のみ

が耳で聴くことが出来るものであり、これが今日の我々の意味での音楽

に当たる。 

 

普段、私たちが耳にしている音楽は３のムシカ・インストゥルメンタリス（器

官の音楽）のみで、１と２の音楽は耳で聴くことのできない音楽である。宇宙

とか世界とか、この世を成立させているシステムの模倣になっている限りにお

いて価値のである芸術音楽であるという理解だ。耳に聞こえる３の音楽は１と

２の音楽の模倣である限りにおいて価値がある。このことをミーメーシスの原

理という。 

 上述のルソーによれば、音楽がこのミーメーシスの技芸であり得ているのは、

あくまでも言葉を介してであるということになる。ということは音楽は言葉抜

きでは芸術たり得ないということだ。 

 対して、音楽、つまり楽器の音の響きの技芸であっても、言葉と同じように、

何らかのメッセージを伝えることができる、という考えが標題音楽の思想であ

り、当然、その考えはヨーロッパの長い芸術の歴史の中で斬新なものであった

のだ。実際、ドイツ音楽からの影響で標題音楽に触れたフランスの詩人ボード

レールは以下のように言っている。 

 

音楽は、言葉＝パロールや絵画とは違って、何者にもあれ的確に翻訳すると

自負するわけにはゆかないと、私はよく聞かされてきた。それはある程度ま

で真実だが、完全に真実ではない。音楽は音楽なりに、自らに特有の手段に

よって翻訳する。音楽においても、絵画におけると同様、いやそれどころか、

芸術の中で最も実証的なものである書かれた言葉＝パロールにおけると同

様、聴く者の想像力によって補足される一つの空隙が常に存する。  

 

そしてこの理論をフランス詩人たちにもたらしたのはヴァーグナーであった。

更に、ボードレールの言葉を引いてみよう。 

 

ヴァーグナーが、音楽(劇的な)は感情を語らねばならぬ、言葉と同じ正確さ

をもって  感情に適合しなければならぬ、しかし、言うまでもなく別の流儀

で、つまり、あまりにも実証的なものである言葉では言い表し得ぬ感情の不

分明な部分を表現しなければならないと繰り返すことを決してやめなかった

ものだから(この点で彼は分別ある精神たち皆に受け入れられぬようなこと

は何一つ言ってなかった)、多くの人々は、新聞書評欄の冷やかし屋どもを信

じこんで、楽匠は事物の実証的な形態を音楽に振り当てている、つまり役割

や機能を転倒しているのだと想像した。!
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贋作三人衆他、その 4 
 

純正律音楽研究会 初代代表 
玉木宏樹遺作 

 
 贋作三人衆の三人目はトビア・ニコトラ(生没年不詳、1934 年に 56歳、イタ

リア人)です。私は最近までこの人の存在を知りませんでした。知ったのはバッ

ハ研究の権威、小林義武氏の名著「バッハ伝承の謎を追う」(春秋社)でした。そ

の本の中からトビア・ニコトラに関する部分を引用してみましょう。 
 
  かってウィーンのある床屋がベートーヴェンの自筆譜を偽造し、金を稼い 
 で捕まった例がある。そのような詐偽師の中で歴史上最も悪名高い人物はイ 
 タリア出身のトビア・ニコトラ(Tobia Nicotra)という男であった。彼はペル 
コレージをはじめ、モーツァルト、ヘンデル、ヴァーグナーなどの作と称し 
て多くの偽作品を作曲した「創造的な」人間であったばかりでなく、自分自 
身をある、有名な音楽家の名を借りて売りものにした不届き者であった。 
ニコトラは今日でもセレナードの作曲者として知られている、当時の流行作 
曲家リカルド・ドリゴ(Riccard Drigo.1846〜1930)であると自称して、大胆不 
敵にもドリゴの死から二年後の 1932 年にアメリカで公開演奏会の指揮をし 
たのである。こうなると、作品ばかりではなく人間までも贋作ということに 
なる。 

 
 他の本(クラシック雑学)によると、1934 年にミラノで逮捕されたニコトラは

56 歳でした。古い書物や楽譜を偽造するには紙の質が大問題になります。昔の

紙は一枚一枚が手作りで、すかしも入っており、偽造は大変です。そこでフェ

ルメールの贋作者、メーヘレンの向こうを張るかのようにニコトラは図書館か

ら作曲者の空白の頁を盗んできて、作曲し、本物そっくりの署名まで書き込ん

だのです。こんなことに心血を注ぐんだったら、と思ったりするのは愚かな凡

人(私)のセンスなんでしょう。 
 
 三人衆以外の贋作者を 2.3紹介しておきましょう。「アルビノーニのアダージ

ョ」として有名な曲は、イタリアの古楽研究者、レーモ・ジャゾット(1910〜1998)
の作だと言われています。またカッチーニの「アヴェ・マリア」として有名な

曲は、ロシアのギタリストで作曲家だった、ウラディミール・ヴァヴィロフ(1925
〜1973)の作です。ヴァヴィロフは古楽演奏家として活躍しましたが、作曲もや

りました。しかし彼の作品はすべて過去の人の名を借りた贋作です。 
 昔、ペルゴレージの代表作とされていた「コンチェルト・アルモニコ」は、

オランダのヴァーセナール伯というアマチュアの偽作だったことが判明してい

ます。「エストレリータ」の作曲者として有名なマヌエル・ポンセもギター曲で

贋作を書いているそうですが、詳しいことは分かりません。この人たちは皆、

自分の著作権を放棄しています。金よりも、人を騙す方が快感だったのでしょ

う。 
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CDレビュー純正茶寮 
『Kartehl』(2022) 

純正律音楽研究会理事 黒木朋興 

!
!
!
!
!
!
!
!

!
『Kartehl』(2022) 

MAGMA 
レーベル  :  Seventh Records 

ASIN  :   B0B7QT6THH 
 

 昨年の秋、8回目の来日ライブを果たしたフランスのジャズ・ロックの雄、

Magmaが昨年発表したアルバム。昨年の来日はこのアルバムの発表を機に行われ

たツアーの一環である。なお、私はそのツアーで通訳を務めている。 

 コロナ期にツアーが出来なかった期間に、リーダーのクリスチャン・ヴァン

デをはじめ複数のメンバーが曲を持ち寄ってレーコーディングをしたのがこの

作品だという。 

 前回の来日から大幅に入れ替わったり、新しいメンバーが加入したりして、

新しい陣容でまた別の音になっている。 

 特筆すべきは新たに加わった 3人の女性ヴォーカルだろう。カオリン・イン

ジェンはオペラ歌手の教育を受けてきた人だけあってものすごい声量だ。夜の

大阪の繁華街でいきなり歌い出した時は、住宅街でこれだけの音を出したら公

害レベルだと思った。ローラ・グワラトは LES VOIX De GAÏAというアカペラグ

ループでの活動も行なっている。東京行きの新幹線の中で、流れてきた『エー

デルワイス』にカオリンと即興でハモっていた。シルヴィ・フィシュラは声楽

の教師もしている。Magmaの音楽にとって人間の声はとても重要な要素なだけに、

この 3人の加入は極めて効果的であったと言える。 

 クリスチャンの楽曲は新曲ではなく、過去のデモテープから選んで仕上げた

もの。他にヴォーカルのエルベ・アクナンや鍵盤のチエリ・エリエズとシモン・

グベールが楽曲を提供している。エルベはやはりアカペラグループの活動もし

ているので、ハモリを重視した曲になっている。ヴォーカルラインはユニゾン

が多い Magmaの楽曲にあってハモる楽曲は珍しいものだ。 

 基本、クラシックの教育を受けているメンバーが多く、堅実な出来になって

いる。 
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ヨーロッパの国々(2) 

 

NPO 法人 純正律音楽研究会 

正会員 弁護士 齋藤昌男 

目 次 

 

第４．北ヨーロッパ（８ヶ国） 

 １．デンマーク 

 ２．エストニア 

 ３．フィンランド 

 ４．アイスランド 

 ５．ラトビア 

 ６．リトアニア 

 ７．ノルウェー 

 ８．スウェーデン 

第５．南ヨーロッパ（８ヶ国） 

 １．アンドラ 

 ２．スペイン 

 ３．ギリシャ 

 ４．イタリア 

 ５．マルタ 

 ６．ポルトガル 

 ７．サンマリノ 

 ８．バチカン 

第６．西ヨーロッパ（１１ヶ国） 

 １．オーストリア 

 ２．ベルギー 

 ３．スイス 

 ４．ドイツ 

 ５．フランス 

 ６．アイルランド 

 ７．リヒテンシュタイン 

 ８．ルクセンブルグ 

 ９．モナコ 

１０．オランダ 

１１．イギリス 

        記 

第４．北ヨーロッパ（８ヶ国） 

 １．デンマーク王国（Kingdom of Denmark） 

  （１）首都 コペンハーゲン（Copenhagen）（人口 ５９．４万人） 

 （２）面積 ４．３万㎢（九州よりやや大きい） 

 （３）人口 ５７９．２万人（兵庫県よりやや多い） 

 （４）言語 デンマーク語（公用語）、ドイツ語、英語 
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 （５）民族 デンマーク人９１．９％、トルコ人０．６％、ドイツ人０．５％ 

（６）宗教 デンマーク国教会（福音ルーテル派）８０．７％、イスラム教

３.７％、カトリック０．７％ 

（７）略史 （ⅰ）デンマークを含む北欧の９世紀頃はバイキング時代、（ⅱ）

１３９７年、カルマル同盟（デンマークを盟主としたノルウェー・スエー

デンとの３王国同盟）を築きました。（ⅲ）１５２３年スエーデンが分離。

（ⅳ）１８１４年、ノルウェーをスエーデンに割譲。（ｖ）１８６４年、

プロイセン・オーストリア戦争に敗北、南部の肥沃な土地を奪われました。

（ⅵ）１９４４年、アイスランドが分離独立。（ⅶ）１９７２年、北海で

油田発見。 

（８）地勢 ユトラント半島および周辺の島々（約５００）から国土は出来

ており、全土が平坦。 

 （９）自治領 （ⅰ）フェロー諸島、（ⅱ）グリーンランド 

 ２．エストニア共和国（Republic of Estonia） 

 （１）首都 タリン（Tallinn）（人口 ４２．３万人） 

 （２）面積 ４．５万㎢（秋田県の４倍位） 

 （３）人口 １３２．７万人（長崎県とほぼ同じ） 

 （４）言語 エストニア語（公用語）、ロシア語  エストニア語はフィンラ

ンドに近くバルト語派でないなどの特徴を持っています。 

（５）民族 エストニア人６８．７％、ロシア人２５．６％、ウクライナ人

２．１％、ベラルーシ人１．２％、フィンランド人０．８％ 

 （６）宗教 福音ルーテル派１３．６％、正教１２．８％、バプティスト０．

５％、カトリック０．５％、無宗教３４．１％ 

 （７）略史 （ⅰ）１０世紀までに現在のエストニア民族が形成されてゆき

ました。（ⅱ）第１次世界大戦末期の１９１８年にロシア帝国より独立。（ⅲ）

第２次世界大戦中、ソ連より６万人以上が強制送還や命を落す事態に見舞

われました。（ⅳ）一方ソ連からの大規模な移民が始まり、人口に占めるエ

ストニア人の割合は戦前の９割に対し、２０世紀末には約６割代まで減り

ました。（ⅴ）しかし、ソ連からの独立後、国内に残った残留ロシア人の問

題を抱えています。 

 （８）エストニア式サウナ フィンランドに負けず劣らずのサウナ大国で、

タルの湯船とサウナ小屋で体を温めた後、極寒の小川や池にダイブするの

が流儀。 

 ３．フィンランド共和国（Republic of Finland） 

 （１）首都 ヘルシンキ（Helsinki）（人口 ６２．４万人） 

 （２）面積 ３３．８万㎢ 

 （３）人口 ５５４．１万人（オーランド諸島を含む） 

（４）言語 フィンランド語（公用語）、スウェーデン語（公用語）、ロシア

語、サーミ語、ロマニ語、カレリア語 

（５）民族 言語による（フィンランド人９０．５％、スウェーデン人４．

９％、ロシア人１．１％、エストニア人０．６％） 

 （６）宗教 キリスト教（福音ルーテル派７８．３％、正教１．１％）、無宗

教１９．２％ 

 （７）略史 （ⅰ）１１５５年スウェーデンがフィンランドに北方十字軍を
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派遣、フィンランドを征服し、キリスト教を広めました。（ⅱ）１３２３年

スウェーデンとロシアの国境が確定。（ⅲ）１８０９年スウェーデンはフィ

ンランドをロシアに割譲、ロシア皇帝が大公を兼ねるが、自治権を持つフ

ィンランド大公国が建設されました。（ⅳ）１９１７年ロシア革命の際に独

立を宣言し、共和国となりました。（ⅴ）冬戦争（１９３９年）、継続戦争

（１９４１年）で旧ソ連に敗北、国土の１２％（カレリアなど）を割譲。 

 （８）フィンランド共和国の自治領（オーランド諸島） バルト海、ボスニ

ア湾の入口に位置する６，５００以上の島からなり、人口は３万人。 

 ４．アイスランド共和国（Republic of Iceland） 

 （１）首都 レイキャビク（Reykjavik）（人口 １２．２万人） 

 （２）面積 １０．３万㎢ 

 （３）人口 ３４．１万人 

 （４）言語 アイスランド語（公用語） 

 （５）民族 アイスランド人９３．２％、ポーランド人２．７％、ノルウェ

ー人・アジア系 

 （６）宗教 アイスランド福音ルーテル教会７９．２％、カトリック３％、

その他のキリスト教６．９％ 

 （７）略史 （ⅰ）８７０～９３０年頃ノルウェー人とスコットランド及び

アイルランドのケルト人が植民。（ⅱ）９３０年発足したアルシングは世界

最古の民主議会。（ⅲ）１２６２年ノルウェーの支配を受け、１３８０年デ

ンマーク領となる。（ⅳ）１９０４年自治権を獲得し、１９４４年にアイス

ランド共和国として完全独立。 

 （８）その他 （ⅰ）火山国で約２００の火山があり、１８世紀のラキ火山

大噴火はヨーロッパに飢饉を発生させ、フランス革命の遠因になったとの

説があります。（ⅱ）ヨーロッパ本土のように、土着の信仰を駆逐したキリ

スト教大旋風は届かず、このため古い北欧の神話や英雄譚が残りました。 

５．ラトビア共和国（Republic of Latvia） 

 （１）首都 リガ（Riga）（人口 ６４万人） 

 （２）面積 ６．５万㎢ 

 （３）人口 １８８．６万人 

 （４）言語 ラトビア語（公用語）、ロシア語、リトアニア語 

 （５）民族 ラトビア人５９．４％、ロシア人２７．６％、ベラルーシ人３．

６％・ウクライナ人２．５％、ポーランド人２．３％、リトアニア人１．

３％、ユダヤ人０．４％ 

 （６）宗教 キリスト教３５．９％（福音ルーテル派１９．６％、正教１５．

３％） 

 （７）略史 （ⅰ）紀元前からバルト系の諸民族が居住。（ⅱ）１３世紀初め

からドイツ騎士団が領有を始めました。（ⅲ）１２８２年にリガはハンザ同

盟に加盟して繁栄しました。（ⅳ）リヴォニア戦争の結果、１５８３年リト

アニア＝ポーランド領となりました。（ｖ）１８世紀ロシアが支配を確立し

ました。（ⅵ）１９１８年独立を宣言。（ⅶ）１９３９年の独ソ不可侵条約

の秘密議定書に基づき、１９４０年ソ連に編入されました。強引な集団農

場政策で、１４万人がシベリアなどの辺境に強制送還されたと言われてい

ます。（viii）１９９１年旧ソ連の保守派クーデターの直後に即時独立を宣
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言。 

 （８）その他 アイスホッケーは、１９３０年代に根付いた国民的スポーツ

で、世界ランク上位の常連です。 

 ６．リトアニア共和国（Republic of Lithuania） 

 （１）首都 ビリニユス（Vilnius）（人口 ５４．３万人） 

 （２）面積 ６．５万㎢ 

 （３）人口 ２７２．２万人 

 （４）言語 リトアニア語（公用語）、ロシア語、ポーランド語 

（５）民族 リトアニア人８３．１％、ポーランド人６％、ロシア人４．８％ 

 （６）宗教 カトリック７９％、正教４．１％、プロテスタント１．９％ 

（７）略史 （ⅰ）このあたりにはバルト語派という周辺のスラブ系（現代

のロシアやベラルーシ）とは、やや言語が異なる民族が暮らしていました。

（ⅱ）ドイツ騎士団が来襲すると諸部族がまとまり、１３世紀のリトアニ

ア大公国が出来ました。（ⅲ）１５６９年ポーランド＝リトアニア共和国が

成立。（ⅳ）１９１８年独立宣言。１９３９年の独ソ不可侵条約の秘密議定

書により、１９４０年ソ連に編入。（ｖ）再度独立するのは１９９１年。同

年国連加盟。 

 （８）その他 （ⅰ）多声合唱スタルティス、２人から５人で歌う伝統歌唱

で、歌い手それぞれが別のメロディーをかぶせるポリフォニーの形式を取

ります。（ⅱ）クルシュー砂州、砂が堆積してできた細長い地形で、砂丘と

荒地が１００㎞続く世界遺産。しかし一部がロシアの飛び地カリーニング

ラードであります。 

 ７．ノルウェー王国（Kingdom of Norway） 

 （１）首都 オスロ（Oslo）（人口 ６６．６万人） 

 （２）面積 ３２．４万㎢ 

 （３）人口 ５４１．９万人 

 （４）言語 ノルウェー語、サーミ語（話者２万人程度） 

 （５）民族 ノルウェー人８３％、その他ヨーロッパ系５．３％ 

（６）宗教 ノルウェー国教会（福音ルーテル派）７９．２％、その他キリ

スト教４．９％、イスラム教１．８％ 

 （７）略史 （ⅰ）９～１１世紀ヴァイキング時代。（ⅱ）黒死病ペストで王

国が断絶すると、１４世紀末にデンマークの介入を許し、以降約４世紀に

わたりデンマークの支配を受けました。（ⅲ）ナポレオン戦争でスウェーデ

ンに割譲されましたが、１９０５年に独立。（ⅳ）第２次世界大戦中はドイ

ツ軍に占領されました。（ｖ）１９４９年ＮＡＴОの原加盟国となりました。 

 （８）その他 （ⅰ）北極海上にスヴァールバル島、ヤンマイエン島、南大

西洋にブーベ島を領有しています。（ⅱ）南極探検の Amundsen、太平洋を原

始的な筏「コンチキ号」で進んだ Heyerdahl、北極探検の Nansenはノルウ

ェーの出身。 

 ８．スウェーデン王国（Kingdom of Sweden） 

 （１）首都 ストックホルム（Stockholm）（人口 ９４．９万人） 

 （２）面積 ４３．９万㎢ 

 （３）人口 １，００９．９万人 

 （４）言語 スウェーデン語（公用語）、英語、フィンランド語、メアンキエ
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リ語、ロマニ語、サーミ語、イディッシュ語 

 （５）民族 スウェーデン人８６．２％、その他ヨーロッパ系７．９％ 

（６）宗教 スウェーデン国教会（福音ルーテル派）７１．３％、その他プ

ロテスタント４．４％、イスラム教５％ 

 （７）略史 （ⅰ）古代スウェーデン・バイキングとして主にフィンランド・

東スラブ地域で活動していました。（ⅱ）１６世紀から１７世紀にかけては

対外戦争を広く展開して現在のバルト３国やドイツ・ポーランドまで進出

し、バルト帝国と呼ばれる覇権国に成り上りました。（ⅲ）１８世紀初頭の

大北方戦争でデンマーク、ポーランド、ロシアに敗れてスカンジナビア以

外の大部分を失いました。（ⅳ）１８世紀から始まるナポレオン戦争に巻き

込まれ、ノルウェーを得ましたが、６００年支配したフィンランドの割譲

をロシアに迫られました。 

 （８）その他 （ⅰ）オーレスン橋、南部マルメとデンマークのコペンハー

ゲンを結ぶ１６km。橋、人工島、海底トンネルから成ります。（ⅱ）サーミ

人、スカンジナビア北部のラップランドで、トナカイで生計を立ててきた

先住民族。 

第５．南ヨーロッパ（８ヶ国） 

 １．アンドラ公国（Principality of Andorra） 

  （１）概要 フランスとスペインに挟まれたピルネー山脈中にあり、フラン

ス大統領とスペイン（カタルーニャ）のウルヘル司教の２名による共同公

を元首とするミニ国家で、イベリア半島に属しています。９世紀初めに生

まれたスペイン辺境領の一つ。 

 （２）面積 ４６８㎢、人口 ７．７万人 

 （３）言語 カタルーニャ語（公用語）、フランス語、スペイン語 

 （４）国籍 アンドラ３６．７％、スペイン３３％、ポルトガル１６．３％、

フランス６．３％、イギリス１．３％ 

 （５）宗教 キリスト教９３．４％（カトリック８９．１％） 

 ２．スペイン王国（Kingdom of Spain） 

 （１）首都 マドリード（Madrid）（人口 ３１８．６万人） 

 （２）面積 ５０．６万㎢（日本の約１．３倍） 

 （３）人口 ４，６７５．５万人（日本の約４割） 

 （４）言語 スペイン語（公用語）、地方公用語（カタルーニャ語、ガリシア

語、バレンシア語、バスク語、アラン語） 

（５）民族 スペイン人４４．９％、カタルーニャ人２８％、ガリシア人８．

２％、バスク人５．５％、アラゴン人５％、ロマ人２％ 

 （６）宗教 キリスト教７８％（カトリック７７％）、イスラム教２．５％、

その他（主に無宗教）１９．５％ 

 （７）略史 （ⅰ）紀元前２０１年ローマ帝国の属領となりました。（ⅱ）西

ゴート民族が移住してきて、４１５年西ゴート王国が成立。（ⅲ）８世紀初

めイスラム教徒が進出。７５６年ウマイヤ朝が支配。（ⅳ）キリスト教徒に

よるレコンキスタ（再征服運動）を経て、１４９２年イスラム教徒を半島

から追放してスペイン支配を確立。この年はコロンブスがアメリカ大陸に

到達した年でもありました。（ⅴ）１５１６年ハプスブルク朝スペインの始

まり。（ⅵ）１５８８年無敵艦隊がイギリスに敗北。（ⅶ）スペイン継承戦
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争（１７０１年～１７１４年）。（ⅷ）１９世紀には殆んどの海外植民地を

失う。（ⅸ）２０世紀には内戦と１９３９年にはフランコ将軍の軍事独裁政

権。１９７５年フランコ死後、王制が復活。１９７８年に新憲法制定。 

 （８）その他 （ⅰ）近年の建築技術やＩＴの発展により、サグラダ・ファ

ミリアの工期が大幅に短縮され、完成予定は２０２６年。 

 ３．ギリシャ共和国（Hellenic Republic） 

 （１）首都 アテネ（Athens）（人口 ６６．４万人） 

 （２）面積 １３．２万㎢（日本の３分の１強） 

 （３）人口 １，０４２．３万人（東京２３区より少し多い） 

 （４）言語 現代ギリシャ語（公用語） 

 （５）民族 ギリシャ人９０．４％、マケドニア人１．８％ 

 （６）宗教 ギリシャ宗教９０％、イスラム教（スンナ派）５％ 

 （７）地勢 ９つの地理的地域からなり、マケドニア、中央ギリシャ、ペロ

ポネリス半島、テッサリア、イビロス、エーゲ海諸島、西トラキア、クレ

タ島、イオニア諸島。約３，０００の島嶼のうち２２７島に居住者がいま

す。 

（８）略史 （ⅰ）紀元前８世紀ごろ多数のポリス（都市国家）が成立。（ⅱ）

紀元前３３８年古代マケドニア王国がポリスの連合軍を破りギリシャを支

配。（ⅲ）ヘレニズム時代を経て紀元前２世紀、ローマの属州に。（ⅳ）４

世紀、ローマ帝国が東西に分裂した後は、東ローマ帝国に属しました。（ⅴ）

１２０４年第４回十字軍により東ローマ帝国は崩壊。（ⅵ）１５世紀末まで

には全土がオスマン帝国に征服されました。（ⅶ）１８２１年ギリシャ独立

戦争。（ⅷ）１８３２年王国として独立。（ⅸ）１９１２年～１９１３年バ

ルカン戦争に勝利。（ⅹ）第２次世界大戦中はイタリア、ドイツが侵入。戦

後の１９４６年から１９４９年までは内戦。（ⅺ）１９６７年クーデターが

発生し、軍事政権が成立しましたが、１９７４年民政復帰し、王制廃止、

共和制へ移行しました。 

 ４．イタリア共和国（Italian Republic） 

 （１）首都 ローマ（Rome）（人口 ２８６．７万人） 

 （２）面積 ３０．２万㎢（本州＋北海道くらい） 

 （３）人口 ６，０４６．２万人（日本の約半分） 

 （４）言語 イタリア語（公用語） 

    イタリアは歴史的に別の国に分かれていたため方言の差が激しいとさ

れています。ダンテ・アリギェーリ（１２６５年－１３２１年）が、叙事

詩『神曲』で採用したトスカーナ方言が標準的なイタリア語になったと言

われています。 

 （５）民族 イタリア人９６．０％、アルバニア人１．３％ 

 （６）宗教 カトリック８３％、イスラム教２％ 

 （７）略史 （ⅰ）ギリシャ時代より都市国家が成立。王制・共和制・三頭

政治を経て、紀元前２７年帝制となりました。（ⅱ）３９５年東西に分裂、

４７６年西ローマ帝国の没落後、東ゴート人が侵入。（ⅲ）さらにビザンツ

帝国（東ローマ帝国）下でランゴバルト人が６世紀に侵入して建国。（ⅳ）

その後フランク王国、神聖ローマ帝国を経て、１１世紀末から小都市国家

の乱立が数世紀続きました。（ｖ）１４～１６世紀ルネッサンス文化が栄え
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ました。（ⅵ）１９世紀に独立・統一運動が起こり、１８６１年、サルデー

ニャ王国がオーストリア勢力を排除して統一イタリア王国が成立。（ⅶ）第

１次世界大戦では初めは中立を宣言しましたが、その後連合国側となりま

した。（ⅷ）１９２２年ムッソリーニによるファシスト政権が誕生。（ⅸ）

１９３７年ムッソリーニによるファシスト政権が独立。（ⅸ）１９８７年日

独と防共協定。第２次世界大戦で枢軸国側で敗北。（ⅹ）１９４６年王政廃

止。１９４８年共和国として発足。 

 （８）その他 （ⅰ）西ローマ帝国の滅亡からイタリア統一までに要した時

間は約１４００年。この間に育った郷土愛がイタリア人の心の支えであり

ます。 

 ５．マルタ共和国（Republic of Malta） 

 （１）概要 １５３０年ロードス島を追われた聖ヨハネ騎士団（後のマルタ

騎士団）の所領となりました。１５６５年、オスマン帝国から攻撃を受け

ますが、劣勢を覆しオスマン軍を撃退した名将がジャン・ド・ヴァレット

騎士団長で彼が守った砦が後にこの国の首都となりました。その後１７９

８年のナポレオン侵攻、１８００年のイギリス軍のマルタ占領、１９６４

年英連邦内の１国として独立、大統領制に移行（マルタ共和国）して、イ

ギリス軍は全面撤退となりました。 

（２）首都 バレッタ（Valletta）（人口 ５，６８０人） 

 （３）面積 ３１５㎢（淡路島の約半分） 

 （４）人口 ４４．２万人 

 （５）言語 マルタ語（公用語）、英語（公用語） 

 （６）民族 マルタ人９７％、イギリス人１．２％ 

 （７）宗教 カトリック９５％、イスラム教０．７％ 

 ６．ポルトガル共和国（Portuguese Republic） 

 （１）首都 リスボン（Lisbon）（人口 ５０．６万人） 

 （２）面積 ９．２万㎢（北海道＋鹿児島くらい） 

 （３）人口 １，０１９．７万人（東京２３区より少し多い） 

 （４）言語 ポルトガル語（公用語）、ミランダ語（アストウリア語）（ミラ

ンダ＝ドウロ郡などの公用語） 

 （５）民族 ポルトガル人９１．９％、アフリカ系との混血１．６％、ブラ

ジル人１．４％、マラーノ人１．４％ 

 （６）宗教 キリスト教８９．７％（カトリック８４．５％、プロテスタン

ト０．６％、正教０．２％）、イスラム教０．１％ 

 （７）略史 （ⅰ）１１４３年王国が成立。１３８５年スペインから独立。（ⅱ）

１５世紀から１６世紀にかけて海洋国家として雄飛。（ⅲ）１５８０年ハプ

スブルグ朝スペインに併合。（ⅳ）１６４０年ポルトガル王政復古戦争。（ｖ）

１８０８年－１８２１年までブラジルのリオデジャネイロがポルトガルの

首都（ナポレオン戦争により王室が亡命。）（ⅵ）１８２２年植民地ブラジ

ルが独立。（ⅶ）１９３２年―１９７４年アントニオ・サラザール首相の独

裁体制。（ⅷ）１９７４年国軍革新派の無血クーデターで、アフリカの植民

地独立。更に東ティモールからも撤退（カーネーション革命）。 

 （８）その他 （ⅰ）世界のコルクの半分がポルトガル産。（ⅱ）魂の調べ、

ファド（ポルトガル版、演歌） 
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 ７．サンマリノ共和国（Republic of San Marino） 

 （１）概要 イタリア半島の中東部に位置する共和制国家で、国土の周囲は

全てイタリア。国土の面積は東京都の大田区と同じ位。世界で５番目に小

さなミニ国家で、現存する世界最古の共和国です。１６世紀にはチェーザ

ル・ボルジアに１８世紀末にはナポレオンに、第２次世界大戦には枢軸国

と連合軍の双方に侵略されましたが、国は今日まで断絶していません。 

（２）首都 サンマリノ（人口 ４，４３８人） 

 （３）面積 ６１㎢ 

 （４）人口 ３．４万人 

 （５）言語 イタリア語（公用語） 

 （６）民族 サンマリノ人８４．８％、イタリア人１３．４％ 

 （７）宗教 キリスト教９９．２％（カトリック８８．７％） 

 （８）その他 好事家を捉え続ける美しい切手が有名 

 ８．バチカン市国（State of the City of Vatican） 

 （１）首都 バチカン 

（２）面積 ０．４４㎢ 

 （３）人口 ８０９人 

 （４）言語 ラテン語（公用語）、フランス語（外交用語）、イタリア語（業

務用語）、ドイツ語（スイス衛兵隊） 

 （５）民族 イタリア人、スイス人など 

 （６）宗教 カトリック 

 （７）概要 （ⅰ）イタリアは１９世紀に統一されるまで長く動乱が続き、

バチカン市国の土台であるローマ教皇領は時を経るに従い小さくなりまし

た。１８７０年に普仏戦争勃発によって教皇領の守備に当っていたフラン

ス軍が撤退すると、イタリア軍が残存教皇領も全て撤収し、バチカンはイ

タリア領となりました。１９２９年２月１１日、バチカン全権代理とムッ

ソリーニ首相との間で合意が成立し、教皇庁が教皇領の権利を放棄するか

わりに、バチカンを独立国家として、特別な地位を保証しました。（ⅱ）イ

タリアとの出入国は自由。国境もガードレール風の柵があるだけで、国境

検問所の類は一切無く、よって無入国、管理体制もありません。（ⅲ）１９

８１年のヨハネ・パウロ２世の来日時に、それまで混用された「教皇」と

「法王」の呼称を統一するため、「教皇」への統一を定めました。しかし、

日本政府は、クーデターなどによる国名変更時に当たらないので、この変

更は認めず、「ローマ法王庁大使館」の名称が使用されていました。２０１

９年１１月２０日、第２６６代教皇フランシスコの来日を目前にして、日

本政府及び外務省は「ローマ教皇」の呼称を変更しました。 

第６．西ヨーロッパ（１１ヶ国） 

 １．オーストリア共和国（Republic of Austria） 

（１）首都 ウィーン（Vienna）（人口１８４万人） 

 （２）面積 ８．４万㎢（北海道とほぼ同じ） 

 （３）人口 ９００．６万人（神奈川県とほぼ同じ） 

（４）言語 ドイツ語（公用語）、トルコ語 

（５）民族 オーストリア人８４．８％、旧ユーゴスラビア人３．９％、ド

イツ人２．２％、トルコ人１．９％ 
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 （６）宗教 キリスト教８１．５％（カトリック７３．７％、プロテスタン

ト４．７％、正教２．２％）、イスラム教４．２％ 

 （７）略史 （ⅰ）中欧６５０年間ハプスブルク家の帝国として君臨し、第

１次大戦まではイギリス、ドイツ、フランス、ロシアと並び欧州五大国（列

強）の一角を占めていた。（ⅱ）１９１８年、第１次世界大戦の敗戦と革命

により１８６７年より続いたオーストリア＝ハンガリー帝国が解体し、共

和制（第一共和制）となりました。（ⅲ）この時点で多民族国家だった旧帝

国のうち、かつての支配民族のドイツ人が多数を占める地域におおむね版

図が絞られました。（ⅳ）１９３８年には同じ民族であるナチス・ドイツに

併合されました。（ⅴ）ドイツ敗戦後の１９４５年から１９５５年には連合

国軍による分割占領の時代を経て、１９５５年の独立回復と衛生中立国化

により現在に続く体制となりました。 

 ２．ベルギー王国（Kingdom of Belgium） 

 （１）首都 ブリュッセル（Brussels）（人口 １５５万人） 

 （２）面積 ３．１万㎢（岩手県の約２倍） 

 （３）人口 １，１５９万人（東京都の約０．８倍） 

（４）言語 オランダ語（フラマン語）（公用語）、フランス語（ワロン語）（公

用語）、ドイツ語（公用語） 

（５）民族 オランダ系フラマン人５８％、フランス系ワロン人３２％、混

血・移民（南ヨーロッパ系・北アフリカ系・トルコ系など） 

 （６）宗教 カトリック５７％、イスラム教４％ 

（７）概要 思った以上に複雑な国です。西ヨーロッパは北のゲルマン語圏

（英語、ドイツ語、オランダ語など）と南のロマンス語圏（フランス語、

スペイン語、イタリア語など）に分かれ、ベルギーはその境界にあるゆえ

多様性に富んでいます。 

（８）略史 （ⅰ）近世この地域は毛織物で知られる南ネーデルランドの一

部でした。（ⅱ）南ネーデルランドがスペイン帝国に支配された１６世紀に、

プロテスタントが増えた北部が独立してオランダとなりました。（ⅲ）カト

リックが多い南部はスペインに残り、この南部が現在のベルギーです。（ⅳ）

１８１５年ウィーン会議でオランダの統治下となりましたが、１８３０年

ベルギー独立革命によってベルギー王国が誕生しました。（ｖ）第１次・第

２次世界大戦でドイツの侵略を受けました。（ⅵ）１９６０年オランダ・ル

クセンブルグとベネルクス経済同盟を結成。（ⅶ）１９９３年連邦国家とな

りました。（ⅷ）２０１０年と２０１９年には連立政権が組めず各１年半も

内閣不在に終りましたが、それでも国が回ったのは、地方自治の底力があ

るからです。 

 ３．スイス連邦（Swiss Confederation） 

 （１）首府 ベルン（Bern）（人口 ４１万人） 

 （２）面積 ４．１万㎢（九州より少し大きい） 

 （３）人口 ８６５．５万人（大阪府位） 

 （４）言語 公用語（ドイツ語６３．７％、フランス語２０．４％、イタリ

ア語６．５％、ロマンシュ語０．５％） 

 （５）民族 ドイツ人６５％、フランス人１８％、イタリア人１０％、ロマ

ンシュ人１％ 
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 （６）宗教 キリスト教７９．３％（カトリック４１．８％、プロテスタン

ト３５．３％、正教１．８％）、イスラム教４．３％、ユダヤ教０．２％ 

 （７）略史 （ⅰ）１２９１年、現在のスイスの中部にあるウーリ、ジュヴ

イーツ、ウンターヴアルデンの３州である「森の３州」が領土防衛のため

に盟約を結びました。（ⅱ）１４世紀までに盟約州は８州に増え、現在のス

イスの中核ができあがりました。（ⅲ）１６世紀に宗教改革が始まるとスイ

スでもプロテスタントの州とローマ・カトリックの州の間で内戦が起こり

ました。（ⅳ）３０年戦争（１６１８～１６４８年）ではスイス人傭兵がヨ

ーロッパ全域の戦場に出ましたが、スイス諸邦は中立の立場を守り、１６

４８年ウエストファリア条約により神聖ローマ帝国より正式に独立しまし

た。（ⅴ）１８１５年ウィーン会議で永世中立が認められました。 

 ４．ドイツ連邦共和国 

（Federal Republic of Germany） 

 （１）首都 ベルリン（Berlin）（人口 ３５２万人） 

 （２）面積 ３５．８万㎢（日本よりやや小さい） 

 （３）人口 ８，３７８．４万人（日本の約３分の２） 

 （４）言語 ドイツ語（公用語） 

 （５）民族 ドイツ人８８．２％、トルコ人３．４％、イタリア人１％ 

 （６）宗教 カトリック３０．７％、プロテスタント２９．９％、イスラム

教４．９％、正教１．７％、仏教０．３％、ユダヤ教 

 （７）略史 （ⅰ）４世紀にゲルマン民族がヨーロッパに定着。（ⅱ）８～９

世紀にフランク王国のカール大帝が領土を西洋の大半に拡めました。（ⅲ）

９１１年最近のドイツ国王として東フランク王国のコンラード１世が即位。

その後、神聖ローマ帝国が９６２年に始まり、１８０６年ナポレオンによ

るライン同盟の結成を機に消滅するまで続きました。（ⅳ）１６１８年から

の３０年戦争の結果、諸公国に分裂し、この内、力を持ったのがプロイセ

ン。（ⅴ）普仏戦争（１８７０～１８７１年）でプロイセンが大勝利、１８

７１年ドイツ帝国が誕生しました。（ⅵ）１９１８年第１次世界大戦に敗北、

ワイマール憲法が誕生しました。（ⅶ）１９３３年ヒットラーが政権につき、

１９３９年第２次世界大戦に突入し、１９４５年敗北。（ⅷ）１９８９年１

１月「ベルリンの壁」を撤廃、１９９０年１０月３日東ドイツが西ドイツ

に編入され、東西ドイツが統一。 

 ５．フランス共和国（French Republic） 

 （１）首都 パリ（Paris）（人口 ２２４．３万人） 

 （２）面積 ６４．１万㎢（日本の約１．５倍） 

 （３）人口 ６，７５１．６万人（日本の約半分） 

 （４）言語 フランス語（公用語） 

 （５）民族 フランス人（ケルト・ゲルマン系・古代ローマなどの混成）、少

数民族（ブリトン・バスク・コルシカなど）、移民（南ヨーロッパ系・マグ

レブ系・トルコ系など） 

 （６）宗教 カトリック６４％、プロテスタント３％、イスラム教８％、仏

教１．２％、ユダヤ教０．９％） 

 （７）略史 （ⅰ）古代ケルト人が暮らしたこの地をローマ人はガリアと呼

びました。（ⅱ）そこにゲルマン人が移動してくるとフランク王国が興り、
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カール大帝が西ヨーロッパのほゞ全域を手中に収めました。やがてフラン

ク王国は分裂し、うち西フランク王国がフランスの源流となりました。（ⅲ）

英仏間の百年戦争（１３３７－１４５３年）、カトリックとプロテスタント

が戦ったユグノー戦争（１５６２－１５９８年）を経て、１７世紀にルイ

１４世が絶対王制を確立。（ⅳ）１７８９年フランス革命。１７９２年王政

を廃止して共和制へ。（ⅴ）１８０４年ナポレオンの帝政。（ⅵ）１８４８

年の革命で第２共和制へ。（ⅶ）１８５２年ルイ＝ナポレオンは第２帝政を

しいたが、普仏戦争（１８７０－１８７１年）に敗れ第３共和制へ。（ⅷ）

１９４６年第４共和制が発足、１９５８年第５共和制へ。 

 ６．アイルランド（Ireland） 

 （１）概要 古代ヨーロッパにはケルトと呼ばれる独自の文化を持つ人がい

ました。紀元前６～５世紀にケルトの一部がアイルランドにたどり着きま

した。島にはローマの支配が及ばず、ヨーロッパ本土と異なりケルト文化

が高い純度で維持されました。紀元５世紀には聖パトリックが来てロー

マ・カトリックをもたらしました。イングランドのプロテスタントがやっ

てきたのは１６世紀後半からで、彼等は１６９０年のボイン川の戦いに勝

つと、アイルランドを征服しカトリックを迫害しました。１８４５年のジ

ャガイモ飢饉では百万人以上が死に、また北米などに脱出しました。アイ

ルランドの人はひたすらイギリスによる迫害に耐え忍びました。第１次大

戦中、１９１６年にイギリスからの独立を目指し、血みどろの闘争の末に

１９４９年にアイルランド共和国として独立しました。しかし、この時に

北アイルランドはイギリスに残ったままだったので、特に１９６０年代以

降、北アイルランドのカトリック過激派ＩＲＡがテロをおこし紛争に発展

しました。９８年北アイルランド包括和平合意。９９年自治政府が発足。

０２年１０月北アイルランドの自治を凍結。直轄統治が復活と複雑な経緯

をたどっています。最近のイギリスのＥＵ離脱が北アイルランド問題に再

び紛争を引き起すのではないかとの一部報道もあります。何とか収めても

らいたいものです。 

 （２）首都 ダブリン（Dublin）（人口５２. ７万人） 

 （３）面積 ７．０万㎢（北海道の 8割強） 

 （４）人口 ４９３．８万人（福岡県よりやや少ない） 

 （５）言語 アイルランド語（ゲール語）、英語 

 （６）民族 アイルランド人 ８４．５％ 

（７）宗教 キリスト教９２．５％(カトリック８６. ８％、・聖公会３％) 

 ７．リヒテンシュタイン公国（Principality of Liechtenstein）  

（１）首都 ファドーツ（Vaduz）５，４２９人 

 （２）面積 １６０㎢（小豆島くらい） 

 （３）人口 ３．８万人 

 （４）言語 ドイツ語（公用語）、アレマン語（ドイツ語の方言） 

 （５）民族 リヒテンシュタイン人６６．６％、スイス人１０％、オースト

リア人５．７％、ドイツ人３．５％、イタリア人３．３％ 

 （６）宗教 カトリック７９％、プロテスタント７．３％ 

 （７）略史 （ⅰ）１７１９年、神聖ローマ帝国皇帝はリヒテンシュタイン

家にこの土地の統治を認めました。（ⅱ）１８０６年帝国崩壊後に国家はド
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イツ勢力に属しながら、１８６６年プロイセン＝オーストリア戦争により

ドイツ連邦が解体されると独立。（ⅲ）その後はオーストリアと関係を深め

ましたが、同国が第一次世界大戦で敗北するとスイスに近づき通貨と外交

を任せるほどの蜜月が今も続きます。また郵便や電話の制度はスイスと共

通となっています。 

 （８）その他（ⅰ）君主リヒテンシュタイン公は、議会の解散や法案の拒否

権を持ち、強い政治権力を持っています。（ⅱ）国内に空港は存在せず、も

っとも近い国際空港はスイスのチューリッヒ空港です。 

 ８．ルクセンブルグ大公国（Grand Duchy of Luxembourg） 

 （１）首都 ルクセンブルグ（人口１１．５万人） 

 （２）面積 ２，５８６㎢（佐賀県より少し大きい） 

 （３）人口 ６２．６万人（島根県より少し多い） 

 （４）言語 ルクセンブルグ語（公用語）、フランス語（公用語）、ドイツ語

（公用語） 

 （５）民族 ルクセンブルグ人５６．３％、ポルトガル人１６．２％、フラ

ンス人５．８％、イタリア人３．９％、ベルギー人３．４％、ドイツ人２．

４％ 

 （６）宗教 カトリック９０％、プロテスタント３％、イスラム教２％ 

 （７）国土発展の理由 現在は金融センターとして知られていますが、近代

の発展は鉄のおかげで、この南西部にはフランスのロレーヌ地方から広が

る鉄鉱石の鉱床がありました。 

 （８）略史 （ⅰ）９３６年にアルデンヌ伯シーグフリート（彼の妻の真の

姿は人魚であると言われている）が、アルゼット川沿いのルシリンブルフ

ク城を入手。（ⅱ）１８１５年オランダ国王を大公とするルクセンブルグ大

公国となりました。（ⅲ）１８３９年西部をベルギーに割譲。（ⅳ）１８６

７年永世中立国を宣言。（ⅴ）１８９０年オランダとの同盟解消。（ⅵ）１

９４５年国連加盟。（ⅶ）１９４８年オランダ・ベルギーとともにベネルク

ス関税同盟を結成。（ⅷ）永世中立を破棄し、ＮＡＴОに加盟。 

 ９．モナコ公国（Principality of Monaco） 

 （１）概要 モナコを統治するグリマルディ（Grimaldi）王家の本格的な支

配が始ったのは１３世紀。以降グリマルディは、スペインとフランスの保

護を受ける時代、フランス革命とそえに続く動乱、失脚と復活を経験しな

がら家名を繋ぎました。晴れて独立国家となったのは１８１９年。 

 （２）面積 ２㎢（バチカンに次いで小さい） 

 （３）人口 ３．９万人（沖縄県読谷村より少し少ない） 

 （４）言語 フランス語（公用語） 

 （５）民族 フランス人２８％、モネガスク（モナコ国籍）２２％、イタリ

ア人１９％、イギリス人７．５％ 

 （６）宗教 キリスト教９３．２％（カトリック８９．３％）、ユダヤ教１．

７％ 

１０．オランダ王国（Kingdom of the Netherlands） 

 （１）首都 アムステルダム（Amsterdam） 

    （人口 ８２．１万人） 

（２）面積 ４．２万㎢（九州より少し大きい） 
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 （３）人口 １，７１３．５万人（神奈川県＋大阪府くらい） 

 （４）言語 オランダ語（公用語） 

 （５）民族 ヨーロッパ系８５．１％（オランダ人７９．７％）、移民１４．

９％（インドネシア系２．３％、トルコ系２．３％、スリナム系２．１％、

モロッコ系２．１％、アンテイルとアルバ系０．８％） 

（６）宗教 カトリック３０％、プロテスタント２０％、イスラム教５．８％、

無宗教４２％ 

（７）略史 （ⅰ）中世にはホラント伯領などいくつかに分かれていました。

１５世紀にブルゴーニュ公国の一部となり、さらにハプスブルグ家の支配

下に。１５５６年スペイン＝ハプスブルグ家の領土となる。（ⅱ）１５６８

年スペイン独立戦争（８０年戦争）。（ⅲ）１６４８年の終結で国際的に独

立を承認。戦争で先陣を切ったオラニエ公ウイルヘルム１世の「オラニエ」

はオレンジを意味します。（ⅳ）独立戦争と並行して黄金時代が訪れました。

１６０２年には世界初となる多国籍株式会社の東インド会社を立ち上げま

した。（ｖ）１７世紀後半にはイギリスとの戦争に敗れ衰退しました。（ⅵ）

１８１５年ウィーン会議により南ネーデルランドを含むオランダ王国にな

りました。１８３９年南部のベルギーが分離・独立。１８９０年ルクセン

ブルグ独立。（ⅶ）第１次世界大戦中は中立。 

１１．グレートブリテン及び北アイルランド連合王国（イギリス）United Kingdom 

of Great Britain and Northern Ireland 

 （１）首都 ロンドン（London）人口８７８．７万人 

（２）面積 ２４．２万㎢（日本の約３分の２） 

 （３）人口 ６，７８８．６万人（日本の半分強） 

 （４）言語 英語（公用語）が大部分、アイルランド語、ウェールズ語、ス

コットランド＝ゲール語、少数言語（コーンウォール語、スコットランド

語、マン島語） 

 （５）民族 白人９２．１％（イングランド人８３．６％、スコットランド

人８．６％、ウェールズ人４．９％、北アイルランド人２．９％）、黒人２％、

インド人１．８％、パキスタン人１．３％ 

（６）宗教 キリスト教（英国国教会が主）７１．６％、イスラム教２．７％、

ヒンドゥー教１％ 

 （７）略史 （ⅰ）イングランドは、ゲルマン人がすでにこの地域にいたケ

ルト人に代って出きた国。（ⅱ）スコットランドはそのゲルマン人の支配が

及ばなかったケルト色の強い国。ウェールズはイングランド人の支配に抵

抗し続けたケルト色の強い国。北アイルランドには、イングランドがアイ

ルランドに向かわせた同族の末裔が暮らしています。（ⅲ）１０６６年ノル

マン人が侵入し、ノルマン王朝を樹立。（ⅳ）１２１５年マグナカルタ。（ｖ）

英仏１００年戦争（１３３７～１４５３年）（ⅵ）英国教会の成立（１５３

４年）。（ⅶ）エリザベス王朝時代（１５５８～１６０３年）、スペイン無敵

艦隊の撃破（１５８８年）。（ⅷ）東インド会社設立（１６００年）。（ⅸ）

クロムウェル革命（１６４９年）で共和制。（x）名誉革命で立憲政治を確

立（１６８８年）。（xi）ヴィクトリア王朝時代（１８３７年～１９０１年）。 
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